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(54)【発明の名称】 内視鏡装置

(57)【要約】
【課題】  内視鏡先端部に設けたコイル等への信号線の
断線を効果的に防止する。
【解決手段】  内視鏡装置は、先端部に磁気センサ５４
を有し、この磁気センサ５４には２本の信号線５５，５
６が接続されており、この信号線５５，５６はスイッチ
回路５７を介して磁場の強度信号から内視鏡の先端部の
位置を算出する信号処理装置５８に接続され、また、信
号処理措置５８の磁場の強度信号入力端には、断線検知
回路５９が接続されており、この検知回路５９の検知結
果によって前記スイッチ回路５７を切り換えるようにな
っている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  磁場を発生する送信コイルと前記磁場を
検出する受信コイルのいずれか一方を内視鏡の先端に配
置し、
前記受信コイルが検出した検出信号により前記内視鏡の
先端の位置を算出する位置算出手段を備えた内視鏡装置
において、
前記内視鏡の先端に配置された前記送信コイルまたは前
記受信コイルのうち一方は、検出信号を複数系統のライ
ンで前記位置算出手段に接続することを特徴とする内視
鏡装置。
【請求項２】  前記複数系統のラインは、切換手段を介
して前記位置算出手段に接続することを特徴とする請求
項１に記載の内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、先端部側に湾曲部
と磁気ソース等のコイルとを設けた内視鏡に関する。
【０００２】
【従来の技術】一般に内視鏡には、先端部に連設して湾
曲駒からなる湾曲部が設けられている。この湾曲部は、
手元側に設けた湾曲操作ノブ等により上下左右に先端部
を湾曲させることができる。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、先端部
に磁気ソース等のコイルを設けた内視鏡においては、こ
のような湾曲操作を行うと磁気ソースへの接続線が断線
し磁気ソースが使用できなくなり、このため、超音波内
視鏡等の内視鏡そのものも使用できなくなるといった恐
れがある。
【０００４】本発明は、上記事情に鑑みてなされたもの
で、上記湾曲部を備えた内視鏡において、先端部に設け
た磁気ソースもしくは磁気センサ等のコイルへの信号線
の断線を効果的に防止きるようにした内視鏡装置を提供
することを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】前記目的を達成するため
本発明による内視鏡装置は、磁場を発生する送信コイル
と前記磁場を検出する受信コイルのいずれか一方を内視
鏡の先端に配置し、前記受信コイルが検出した検出信号
により前記内視鏡の先端の位置を算出する位置算出手段
を備えた内視鏡装置において、前記内視鏡の先端に配置
された前記送信コイルまたは前記受信コイルのうち一方
は、検出信号を複数系統のラインで前記位置算出手段に
接続することを特徴とする。
【０００６】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照しながら本発明
の実施の形態について述べる。
【０００７】図１ないし図３は本発明の一実施の形態に
係わり、図１は超音波内視鏡の先端の構成を示す断面
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図、図２は図１の超音波内視鏡を備えた超音波診断装置
の構成を示す構成図、図３は図１の超音波内視鏡の先端
の変形例の構成を示す断面図である。
【０００８】本実施の形態の超音波内視鏡１は、図１に
示すように、挿入部２の先端に硬性な硬性部３を有し、
この硬性部３の先端には一体的に連設されたシース４が
設けられている。そして、このシース４には超音波振動
子５が挿入部２及び硬性部３を挿通しているフレキシブ
ルシャフト６に回転自在に連結され状態で配置され、シ
ース４の内部には超音波伝達媒体７が充填されている。
また、硬性部３には例えば直交する２つの軸方向に磁場
を発生する磁気ソース８が内蔵されている。
【０００９】そして、超音波診断装置１１は、図２に示
すように、上記超音波内視鏡１と、この超音波内視鏡１
の超音波振動子５及びフレキシブルシャフト６を駆動す
ると共に超音波振動子５からのエコーデータを処理し３
次元の超音波画像を形成する超音波画像処理装置１２
と、超音波内視鏡１の挿入部２が体腔内に挿入される患
者１４が横になるベッド１５に設けられた超音波内視鏡
１の硬性部３の磁気ソース８が発生した磁場を検出する
複数例えば１６個のコイルからなる磁気センサ１６と、
磁気ソース８に電流を供給し磁場を発生させると共に磁
気センサ１６からの磁場検出信号を入力し磁気ソース８
の位置と向きを算出する位置検出装置１７と、超音波画
像処理装置１２より３次元超音波画像を入力し位置検出
装置１７により得られた磁気ソース８の位置と配向に基
づいた画像をモニタ１８に表示するパーソナルコンピュ
ータ（以下、パソコンと記す）２０とを備えて構成され
る。
【００１０】本実施の形態の超音波内視鏡１では、上述
したように、磁気ソース８を硬性部３の内部に配置し、
磁気ソース８の配線を挿入部内部に配置できるため、リ
ニアスキャンや湾曲操作の操作性を阻害することなく、
先端部を小型に形成するができる。
【００１１】なお、図１においては磁気ソース８を直交
する２つの軸方向に磁場を発生する２つのコイルを分離
した状態で構成する例を示したが、図３に示すように、
２個あるいは３個のコイルを互いに直交させて一体的に
巻くことで磁気ソース８を形成し、この磁気ソース８を
硬性部３の内部に配置しても同様な効果を得ることがで
きる。
【００１２】また、上記実施の形態では超音波内視鏡１
の先端に磁場を発生する磁気ソースを設け、それを磁気
センサで検出するとしたが、超音波内視鏡１の先端に磁
気センサを設け、外部から磁場を発生させる場合におい
ても本実施の形態が適用できることはいうまでもない。
【００１３】［付記１］
（付記項１－１）  磁場を発生する送信コイルと、前記
送信コイルが発生する磁場を検出する受信コイルとを具
備し、前記送信コイル及び前記受信コイルのうちいずれ
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か一方が超音波内視鏡の先端に配置され、前記受信コイ
ルが検出した検出信号により前記超音波内視鏡の先端の
位置を算出する位置算出手段を備えた超音波診断装置に
おいて、前記超音波内視鏡の先端に配置される前記送信
コイル及び前記受信コイルのうちいずれか一方は、先端
部内に設けられることを特徴とする超音波診断装置。
【００１４】（付記項１－２）  前記超音波内視鏡の先
端に配置される前記送信コイル及び前記受信コイルのう
ちいずれか一方は、直交する２つまたは３つの軸方向に
磁場を発生する２つまたは３つのコイルを分離した状態
で構成されることを特徴とする付記項１－１に記載の超
音波診断装置。
【００１５】（付記項１－３）  前記超音波内視鏡の先
端に配置される前記送信コイル及び前記受信コイルのう
ちいずれか一方は、２個あるいは３個のコイルを互いに
直交させて一体的に巻いた状態で構成されることを特徴
とする付記項１－１に記載の超音波診断装置。
【００１６】ところで、一般に内視鏡においては、先端
部に連設して湾曲駒からなる湾曲部が設けられている。
この湾曲部は手元側の湾曲操作ノブ等により上下左右に
先端部を湾曲させることができる。
【００１７】しかし、先端部に磁気ソース等のコイルを
設けた内視鏡においては、このような湾曲操作を行うと
磁気ソースへの接続線が断線し磁気ソースが使用できな
くなり、このため、超音波内視鏡等の内視鏡そのものも
使用できなくなるといった恐れがある。
【００１８】そこで、次に、上記先端部に湾曲部を備え
た超音波内視鏡等の内視鏡において、先端部に設けたコ
イルへの信号線の断線を効果的に防止することのできる
内視鏡について説明する。
【００１９】図４ないし図７は先端部に設けたコイルへ
の信号線の断線を効果的に防止することのできる内視鏡
の一実施の形態に係わり、図４は内視鏡先端部の構成を
示す構成図、図５は図４の磁気センサへの断線を回避す
る内視鏡装置の構成を示す構成図、図６は図５の断線回
避装置の作用を示すフローチャート、図７は図４の内視
鏡先端部の変形例の構成を示す構成図である。
【００２０】図４に示すように、先端に照明窓５１及び
観察窓５２を備えた内視鏡５３の先端部内には、２個あ
るいは３個のコイルを互いに直交させて一体的に巻くこ
とで形成された磁気センサ５４が設けられており、この
磁気センサ５４からは並列に２本の信号線５５、５６が
接続されている。そして、磁気センサ５４は外部からの
磁場を検知し内視鏡５３の先端部の位置を検出するため
に磁場の強度信号を２本の信号線５５、５６により並列
に出力するようになっている。
【００２１】内視鏡装置では、図５に示すように、磁気
センサ５４からの２本の信号線５５、５６は、スイッチ
回路５７を介して磁場の強度信号から内視鏡５３の先端
部の位置を算出する信号処理装置５８に接続されてい
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る。また、信号処理装置５８の磁場の強度信号の入力端
には断線検知回路５９が接続されており、断線検知回路
５９は検知結果によりスイッチ回路５７を切り替えるよ
うになっている。
【００２２】内視鏡装置では、図６に示すように、断線
検知回路５９がステップＳ１でスイッチ回路５７をａ側
にし信号線５５が信号処理装置５８に接続されるように
する。そして、ステップＳ２で信号線５５の信号を監視
し信号が出力されていない場合は断線と判断し、断線し
ていない場合はステップＳ３で信号処理装置５８により
位置の算出が行われ、断線している場合はステップＳ４
でスイッチ回路５７をｂ側にし信号線５６が信号処理装
置５８に接続されるようにする。そして、ステップＳ５
で信号線５６の信号を監視し信号が出力されていない場
合は断線と判断し、断線していない場合はステップＳ３
で信号処理装置５８により位置の算出が行われ、断線し
ている場合はステップＳ６でモニタ等に警告を表示す
る。
【００２３】このように本実施の形態では、２本の信号
線５５、５６により磁気センサ５４の出力を平行に取り
出し、断線検知回路５９が信号線の信号を監視し断線状
態を検知し、一方の信号線が断線した場合にはスイッチ
回路５７を切り替えて、断線していない信号線により磁
場の強度信号を信号処理装置５８に出力するので、先端
部に設けた磁気センサへの信号線の断線を効果的に防止
することができる。
【００２４】なお、磁気センサ５４からは並列に２本の
信号線５５、５６が接続されているとしたが、３本以上
の信号線を並列に接続してもよく、この場合はさらに断
線を効果的に防止することができる。
【００２５】また、１つの磁気センサから並列に２本の
信号線を引き出すとしたが、これに限らず、図７に示す
ように、内視鏡５３の先端部内に、２個あるいは３個の
コイルを互いに直交させて一体的に巻くことで形成され
た２つあるいはそれ以上の磁気センサ５４ａ、５４ｂを
設け、磁気センサ５４ａ、５４ｂよりそれぞれ信号線５
５、５６を引き出し、例えば通常は信号線５５を用い磁
気センサ５４ａからの磁場の強度信号を信号処理装置５
８に出力し、上記と同様に断線検知回路５９により信号
線５５を監視し、信号線５５が断線したと判断するとス
イッチ回路５７を切り替えて信号線５６を用い磁気セン
サ５４ｂからの磁場の強度信号を信号処理装置５８に出
力するようにしても同様な作用・効果を得ることができ
る。
【００２６】［付記２］
（付記項２－１）  磁場を発生する送信コイルと、内視
鏡の先端に配置された前記送信コイルが発生する磁場を
検出する受信コイルと、前記受信コイルが検出した検出
信号により前記内視鏡の先端の位置を算出する位置算出
手段を備えた内視鏡装置において、前記受信コイルは検
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出信号を２系統の出力ラインで出力することを特徴とす
る内視鏡装置。
【００２７】（付記項２－２）  前記２系統の出力ライ
ンは、切換手段を介して前記位置算出手段に接続される
ことを特徴とする付記項２－１に記載の内視鏡装置。
【００２８】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、先
端部に設けた磁気ソースもしくは磁気センサ等のコイル
への信号線の断線を効果的に防止することができるとい
う効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施の形態に係る超音波内視鏡の先
端の構成を示す断面図
【図２】図１の超音波内視鏡を備えた超音波診断装置の
構成を示す構成図
【図３】図１の超音波内視鏡の先端の変形例の構成を示
す断面図 *
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*【図４】先端部に設けたコイルへの信号線の断線を効果
的に防止することのできる内視鏡の一実施の形態に係る
内視鏡先端部の構成を示す構成図
【図５】図４の磁気センサへの断線を回避する内視鏡装
置の構成を示す構成図
【図６】図５の断線回避装置の作用を示すフローチャー
ト
【図７】図４の内視鏡先端部の変形例の構成を示す構成
図
【符号の説明】
５３…内視鏡
５４…磁気センサ
５５，５６…信号線
５７…スイッチ回路
５８…信号処理装置
５９…断線検知回路

【図１】

【図５】 【図７】
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摘要(译)

要解决的问题：为了有效地防止信号线与在内窥镜尖端处提供的线圈等断开。 SOLUTION：内窥镜设备的顶端有一个磁传感器
54，两条信号线55、56连接到磁传感器54。信号线55、56连接到开关电路57。 与信号处理装置58连接，该信号处理装置58用于经
由信号处理装置58从磁场强度信号算出内窥镜的前端部的位置。 开关电路57根据检测电路59的检测结果进行切换。
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